
浜 松 市 長 中 野 祐 介

まちを元気に︕出張市長室
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浜松市の人口・面積
人口︓786,792人（2024年4月1日現在 出典︓住民基本台帳）

（全国市区町村第16位）
面積︓1,558.11K㎡（全国第2位）
市域に占める森林面積の割合︓65.0%

（政令指定都市20市平均︓48.7％）
第１次産業人口割合︓3.5％

（政令指定都市20市平均︓0.9％）
※森林面積、第1次産業人口は2020年調査による
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取扱量日本一
「ゆかた」

生産量日本一
「光電子増倍管」

生産量日本一
「マーキングペン先」

産出額日本一
「みかん」

産出額日本一
「ガーベラ」

産出額日本一
「チンゲン菜」

産出額日本一
「ネーブルオレンジ」

家計消費金額日本一
「うなぎかば焼き」

健康寿命日本一

取得面積日本一
「FSC認証林」

家計消費金額日本一
「浜松餃子」

導入量日本一
「太陽光発電」

浜松の「日本一」 2

浜松発『日本一』



浜松のポテンシャル

浜松は日本一暮らしやすい街

③良好な交通アクセス

➀豊かな自然環境 ②中部地方第二の都市
 伊豆半島より
広い市域に山、
川、湖、海あらゆる
自然がある

 豊かな開放空間

 中部地方で名古屋に次ぐ
第二の都市（約80万人）

 基本的な都市機能は完備
都市から来られた方が不便
さを感じない

 大都市圏への
アクセスの良さ

 二拠点居住、
二拠点活動に
もってこい

 「よそ者」に寛容で、開放的
 産業の功労者も市外出身
 多くの市外出身者による
ベンチャーコミュニティ
 外国人は重要なパートナー

④寛容な風土・市民性

3



健康寿命

2010年,2013年,2016年 男女とも３期連続１位
2019年 男性４位 女性４期連続１位

日本一市民が健康で幸福に暮らせる街

厚生労働省の研究班が、 3年に一度、政令指定
都市・特別区の健康寿命を調査

浜松は健康寿命が日本一 4



自動車の試作

工
作
機
械

ミ
シ
ン

木
工
機
械

自
動
車

オ
ー
ト
バ
イ

綿織物

製材

木工機械

合板の導入

工作機械
軍需産業化

楽器

織物

製材

楽器

一般機械

輸送機械

光産業

エレクトロニクス エレクトロニクス

光産業

江戸時代より

江戸時代より

明治22年東海道線開通 昭和10年~12年

遠州・三河織物全盛期

平和産業への転換

昭和7年ごろ

楽器工場の創設相次ぐ

明治36年

大正10年

大正末期

明治29年

昭和14年

昭和12年ごろ

終戦

明治22年

織機の製作 力織機

プロペラ製作

昭和39年東海道新幹線開業

自動車の試作

工
作
機
械

ミ
シ
ン

木
工
機
械

自
動
車

オ
ー
ト
バ
イ

綿織物

製材

木工機械

合板の導入

工作機械
軍需産業化

楽器

織物

製材

楽器

一般機械

輸送機械

光産業

エレクトロニクス エレクトロニクス

光産業

江戸時代より

江戸時代より

明治22年東海道線開通 昭和10年~12年

遠州・三河織物全盛期

平和産業への転換

昭和7年ごろ

楽器工場の創設相次ぐ

明治36年

大正10年

大正末期

明治29年

昭和14年

昭和12年ごろ

終戦

明治22年

織機の製作 力織機

プロペラ製作

昭和39年東海道新幹線開業

ものづくりのまち浜松の系譜 5



浜松地域の創業者 6
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 1990年の改正入管法施行を機にブラジルやペルーなどの南米日系人を中心に急増
 近年はベトナム人の増加が顕著、フィリピン、インドネシアも増加傾向

大規模太陽光発電所
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7浜松市の外国人市民の状況



浜松市の人口は、過去10年一貫して減少傾向

人口の推移（各年１０月１日現在） 8

※外国人を含む
※住民基本台帳による

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

810,642 809,065 808,249 807,199 805,110 802,856 800,760 796,829 793,615 789,822 785,210

※浜松市統計情報「区別・町字別世帯数人口一覧表」
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2023年の出生数は、10年前より2,421人（約30％）減少

※厚生労働省人口動態統計（確定数） ※日本人のみ

出生数

（人）
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6,982 6,647 6,756 6,558 6,244 6,023 5,560 5,365 5,122 4,945 4,561
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2023年の婚姻件数は、10年前より1,212組（約30％）減少

※厚生労働省人口動態統計（確定数） ※日本人のみ

婚姻数

（組）

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

4,140 4,070 4,056 3,833 3,789 3,616 3,660 3,193 3,098 3,178 2,928
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年　次 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

総数 △ 304 △ 606 △ 305 △ 1,291 △ 854 △ 233 △ 192 △ 299 △ 498

北海道 △ 12 △ 8 △ 5 15 12 △ 33 △ 51 △ 30 △ 31

東北 18 △ 55 38 △ 37 △ 34 20 △ 15 △ 16 △ 26

北関東 51 △ 46 21 △ 52 46 △ 1 △ 9 57 76

東京圏 △ 1,063 △ 1,114 △ 1,226 △ 1,282 △ 1,444 △ 934 △ 885 △ 979 △ 1,245

中部 605 472 615 331 537 818 458 623 615

（うち静岡県） (724) (735) (748) (640) (668) (950) (477) (652) (734)

関西 △ 20 △ 121 3 △ 250 △ 43 △ 222 △ 56 △ 171 △ 191

中国・四国 210 250 225 128 208 217 383 219 278

九州・沖縄 △ 93 16 24 △ 144 △ 136 △ 98 △ 17 △ 2 26

地域別の社会移動をみると、特に東京圏への転出超過が大きい。

※日本人のみ ※総務省「住民基本台帳人口移動報告」

地域別の社会移動

（人）
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東京圏との社会移動は、特に15歳以上29歳以下の若年層は男女とも転出超過が大きい。
浜松市の東京圏からの転入者数と東京圏への転出者数の差【男性】 【女性】

※日本人のみ
※総務省
「住民基本台帳人口移動報告」

東京圏との社会移動
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しごと
ひ
と
ま
ち

まち・ひと・しごとの創生

・切れ目のない
子育て支援

・将来を担うこどもを
社会全体で育てる

・健康長寿で活躍

・産業人材の確保
・稼ぐ力の強化
・働く場の創出

「元気なまち・浜松」を実現し、人口減少からの脱却・転換を図る

・観光、食、文化・スポーツなど
にぎわい・魅力あふれるまち

・安全で安心して暮らせるまち

まち・ひと・しごとの一体的・総合的な創生
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総合計画
・市の最上位計画である総合計画を2014年に策定
・総合計画は基本構想、基本計画、実施計画の3層で構成

○都市の将来像
市民協働で築く 『未来へかがやく創造都市・浜松』

基本構想（2015〜2044年度）

基本計画(2025〜2034年度) ※現在策定中

ウェルビーイングの視点を取り入れ、新たな
まちづくりの基本理念のもと、今後10年間
における市政運営の方向性を示す次期基本
計画（計画期間︓2025年度〜2034年度）を
策定中

実施計画（毎年度策定）

「まちづくりの基本理念」として、6つの柱を設定
♦ 未来へ向けた持続可能なまちづくり
♦ 幸福が実感できる豊かなくらしの実現
♦ 活力ある地域経済の振興
♦ 共助型社会の構築
♦ にぎわいと魅力の創造
♦ 拠点ネットワーク型都市構造の形成
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・「分野別計画」として7分野を設定
・分野ごとに10年後の理想の姿や取組の方向性、
基本政策と政策の内容を体系的に記載

新たな基本計画

♦産業経済 ♦こども・教育
♦安全・安心・快適 ♦環境・くらし
♦健康・福祉 ♦文化・スポーツ
♦地方自治
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分野１ 産業経済 16

成長7分野※への新事業展開を重点支援、

地域中小企業の稼ぐ力の強化（デジタル人材等の育成）
※次世代輸送用機器、健康・医療、新農業、環境・エネルギー、光・電子、デジタル、ロボティクス

・製造品出荷額は低迷 18,237億円
（2020年）

・労働生産性が減少傾向 6,475千円/人
(2021年_製造業)

(出展：地域経済分析システム（RESAS）)

現 状
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【基本政策】
（１）世界を市場とする産業・サービスの創造

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野１ 産業経済 17
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生

次世代モビリティなどの地域をリードする新産業創出支援
・次世代自動車部品の分解
・ドローンサミットへの出展
・ロボティクス人材の育成

《マイスター・ハイスクール》

地域企業の事業承継や海外展開の支援による
サプライチェーンの維持・拡充

《次世代自動車センター浜松》

・はままつ起業家カフェ「ツグはまコンシェルジュ」
・浜松市海外ビジネスサポートデスク
・海外経済交流推進事業



分野１ 産業経済 18

誰もが活躍できる働き方改革の促進

・ワーク・ライフ・バランスの推進

・高齢者、女性、外国人の活躍促進

UIJターン就職や外国人材の活躍の促進

・「人口減少への挑戦！「しごと」を元気にする都市」を

浜松商工会議所と共同で宣言

・インド・ミッション、フィリピン・ミッション

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



19

インド・ミッション
静岡県とともに、インドの教育機関、自
治体、企業等との連携を強化し、海外高度
人材獲得や市内企業の海外展開等を促進す
るため、本年12月に、自治体や現地企業を
訪問し、本市の暮らし易さや産業の魅力を
発信する。

フィリピン・ミッション
①フィリピン共和国ダバオ市及びアクラン州
と覚書を締結。

※産業人材の獲得やインバウンドの拡大等を目的
とする。

②インフルエンサーを活用し、浜松の魅力や
浜松ライフについて情報を発信する。

②外国人メンターによる就労・起業促進事業 ③外国人留学生就職支援事業

浜松市外国人雇用サポートデスクでは、浜松市内の事業所と外国人市民を無料でマッチングする。
キャリアコンサルタントの国家資格を持つ相談員が外国人材の雇用から定着まで親身にサポート
する。

外国人市民

外国人留学生

外国人留学生等が、就労や起業、生活等の相談を同じ国籍の先輩等
へ気軽に相談できる体制の整備する。

①外国人の雇用・就労に関する相談事業（浜松市外国人雇用サポートデスク）

市内企業が持つ技術等と外国人留学生の能力を
マッチングする。

海外人材獲得に向けた取り組み

分野１ 産業経済
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



中心市街地活性化ビジョン及び中心市街地活性化基本計画の策定
・基本計画 ： 2026～2030年度（5年間）
・中長期的な「ビジョン」も併せて策定

商店及び商店街の活動支援を通じた賑わい創出と地域活性化
・各個店の魅力向上支援
・商店街支援

分野１ 産業経済 20
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野１ 産業経済 21

◆ 革新的な技術やアイデアを有するスタートアップの支援
◆ 市内企業とスタートアップとの連携

● 市内におけるスタートアップの創業数（年間）
基準値 10社 → 2023年度 25社

● 市内スタートアップのファンドによる
資金調達額（年間）

基準値 11億円 → 2023年度 53.71億円
● 市内スタートアップ等と企業・大学等との

新規連携件数（年間）
基準値 25件 → 2023年度 32件

※基準値…2018.10〜2019.9の実績

【基本政策】
（２）スタートアップ・エコシステムの構築

スタートアップや企業・支援機関等によるコミュニティイベントの様子

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



• 企業立地コンシェルジュ事業（ワンストップ支援）

分野１ 産業経済

企業誘致の推進と産業用地の整備
・阿蔵山産業用地の整備

• ICT企業誘致による

《阿蔵山産業用地イメージ図》

 研究・開発をコアとした企業誘致
 分譲開始︓2028年度
 分譲面積︓約8.3ヘクタール
 事業主体︓浜松市

• 企業立地支援事業費補助金
「用地取得」「新規雇用」に対する補助金

「建物・機械設備」に対する補助金

 誘致・プロモーションの推進
 ビジネス機会の創出・拡大
 IT人材の確保・育成

地域産業のDX推進及び多様な雇用の場の創出

22
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野１ 産業経済 23

【基本政策】
（３）国内外に通用する魅力ある地域資源の創造

訪日外国人旅行者の誘客施策コロナ後のインバウンドの状況

・全国的にインバウンド需要が急増
・市内ホテルが国際ブランドと提携

浜松ならではの体験型観光コンテンツ

受入環境整備
・高付加価値旅行商品の造成・販売
・多言語観光ウェブサイト（8言語）

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野１ 産業経済
【基本政策】
（４）もうかる農林水産業の推進

林業 水産業農業
 持続可能で発展する農業

の確立
 農村の保全・振興

 天竜材（FSC®認証材）
の地産地消・地産外商の
推進

 カーボンクレジット創出に
よる森林価値の最大化

 水産資源の管理・保全
活動を推進

 スマート水産業の促進

24
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野２ こども・教育 25

【基本政策】
（１）全てのこども・若者が健やかで幸せに成長できるまちづくり

こども家庭センターの設置
子育てワンストップ窓口「こども家庭センター」を市内７か所に開設
全ての妊産婦、子育て世帯などの包括的な相談支援を実施

◆母子保健・児童福祉に関する相談
◆子育てに関する情報提供
◆支援内容を明記したサポートプランの作成
◆保健指導・健康診査、関係機関との調整
◆地域の子育て資源の開拓 など

相談内容に応じて、さまざまな浜松市の支援メニューにつなぎます
例）産前産後ケア、訪問支援事業、子育て支援ひろば、こども食堂、障害児支援 等

妊娠・出産・子ども
の発育発達に関する

ご相談も︕

子育ての悩み、子育て
に関する支援制度など

のご相談も︕

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



26

分野２ こども・教育
こども・若者総合相談センター「わかばプラス」
ザザシティ浜松中央館5階に開設

若者ひとりひとりに寄り添い、伴走型の支援等により、次の１歩をサポート

＜対 象＞市内居住又は通勤･通学する概ね15歳〜39歳のこども若者とその家族等
＜開所日等＞火曜日〜土曜日 10時〜19時(祝日、年末年始を除く)

26
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野２ こども・教育

こども医療費助成
こどもの医療費無償化の対象を乳幼児まで拡大
経済的負担・心理的不安を軽減

乳幼児医療費助成 小・中・高校生世代
医療費助成

年齢 0歳 1歳〜就学前 小1〜18歳

自
己
負
担

入院 無 料 無 料

通院 無 料
（時間外除く）

R6.4月から無 料
（時間外除く）

500円/回

時間外
診療

助成対象
（通院500円/回）

助成対象外

※ひとり親家庭等医療費、

重度障害者（児）医療費

の助成制度においても

子ども医療費と同様に

就学前までの乳幼児の

通院は無料

27
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野２ こども・教育 28

保育料の多子負担軽減
認可保育施設の多子世帯における保育料減免に係る年齢制限を
廃止し、全ての世帯の第２子を半減、第３子以降を無償化

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野２ こども・教育 29

放課後児童会等の拡充
・民設民営放課後児童会に対する補助金拡充
⇒2024年9月現在 ２児童会開設 【定員】7,777人⇒7,877人（100人増）

専用施設

【基本政策】
（２）自分や浜松の未来を創る人づくり

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生

不登校児への支援

「自宅にとどまる
不登校児」

孤立を防ぐ

サークル活動

ｵﾝﾗｲﾝ＆ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ

トークルーム
趣味の紹介動画教室活動紹介動画

学習の動機付け動画

オンライン オンデマンド

・校内まなびの教室 拡充 50教室（5教室の増）
・校外まなびの教室 10教室 小学校低学年学習支援 開始
・自宅にとどまる不登校児へオンライン交流や動画配信



能登半島地震を受けた災害対応の強化
・災害備蓄品（非常食、携帯トイレ等）の備蓄量を拡充
・簡易シャワーの導入

30分野３ 安全・安心・快適

【災害用備蓄品非常食、携帯トイレ、簡易シャワーイメージ】

取付前

【基本政策】
（１）みんなの力で自然災害から生き残る

取付後

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



31分野３ 安全・安心・快適
【基本政策】
（２）市民が集う活力ある都市づくり
共助型地域交通の推進（ノッカル庄内）

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野３ 安全・安心・快適
【基本政策】
（３）みどり豊かで、快適なまちづくり

④動物園再生

獣舎の改修や再整備
休憩所等の充実

①緑化推進・緑地保全

浜名湖花博の理念を
継承し、花と緑を通じた
市民生活の創造を推進

②都市公園の整備

民間活力を導入しながら、
こどもたちが安心して過ご
せる公園整備を推進

6公園 事業中
新たに4公園に事業着手

③都市公園の適正な維
持管理

老朽化した遊具の更新
を推進
ハザード3判定遊具
429基の解消 動物園

都市公園

都市公園

フラワーパーク

32
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



○道路斜面対策

○長寿命化 ○無電柱化

○橋梁耐震化

33分野３ 安全・安心・快適
【基本政策】
（４）災害に強く、安全で快適な社会基盤の構築と強化

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



国直轄管理河川
静岡県管理河川
浜松市管理河川

流下阻害物(堆砂・水草等)の除去水を流す水を流す

川を知る川を知る

出前講座
「土のう作成体験」

意識啓発

雨期前までの水草の除去 (準)狢川

流域治水の推進

水を貯める水を貯める
貯留施設の設置

被害軽減

「流す・貯める・知る」を軸に対策を推進
(浜松市総合雨水対策計画2024)気候変動の影響により水災害の被害が激甚化・頻発化

・市内一円に警戒レベル５を発令(R4台風第15号)
・６月観測史上最大の累積雨量556mmを観測
(R5台風第2号による豪雨)

︓Ｒ４年９月 台風第１５号等

︓ 校庭貯留(38箇所)
︓Ｒ５年６月 台風第２号に伴う豪雨

凡例

中郡中校庭貯留

34分野３ 安全・安心・快適 まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



交通事故ワースト１から脱出するためソフト・ハード両面から対策
（人口10万人当たりの人身交通事故件数 1５年連続 で政令指定都市 ワースト１）

8,697 

4,999 

´15 ´16 ´17 ´18 ´19 ´20 ´21 ´22 ´23 ´25

行 政市 民

警 察
自治会

学校

事業者 関係…

連
携

目標
2,500件以下

幹線道路対策 通学路など生活道路への対策

AIの分析による
危険予測箇所への対策

交通安全教育の推進交通安全運動街頭広報・出発式

交差点への
右折レーン設置 スムーズ横断歩道

35分野３ 安全・安心・快適 まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



36分野３ 安全・安心・快適
【基本政策】
（５）いつでも、どこでも、迅速的確に対応する消防・救急体制づくり

① 消火・救急などの災害対応力の充実強化

② 119番通報・消防通信設備の適切な運用

③ 火災予防の充実・火災による被害軽減

④ 消防職団員の適正な確保・育成や消防施設の充実強化

 多発する大規模な自然災害の対応訓練を充実させる。
 消防活動の安全管理体制を強化
 消防車両をはじめ、資機材や消防水利を計画的に整備する。

 より災害に強い消防通信ネットワークの強化及び運用を図
る。

 市民や事業所に対して積極的な火災予防指導を実施する。
 幅広い世代に対して防火意識の啓発を推進する。

 消防職団員の適正な確保・育成に向け、消防職員の採用及び消防団への入団を促進する。
 市民の多様なニーズに応えられる消防職団員を育成する。
 市民に迅速・公平な消防サービスの提供を図るため、必要な消防施設の充実強化を図る。

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



〇水道事業の取組
被災時における応急復旧期間を短縮するため、
基幹管路の耐震化に取り組んでいます。

●基幹管路の耐震適合率 56.2％ （令和5年度）

37分野３ 安全・安心・快適

【基本政策】
（６）健全な水循環に貢献する強靭で安全・安心な上下水道の経営

基幹管路の耐震化

上下水道施設の耐震化

〇下水道事業の取組
地震時に防災拠点と下水処理場を結ぶ
管路の被災を軽減させるため、耐震化に
取り組んでいます。

●重要施設に係る下水道管路の耐震化率
74.4％ (令和５年度) 耐震化(管更生)実施の前後

〇今後の方向性

「上下水道基本計画」
を策定中

・水道と下水道一体の
計画

・今後10年間の目指す
方向と取組内容を示す

・施設や管路の耐震化や
老朽管の更新を推進

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



38分野４ 環境・くらし まちの創生

しごとの創生
ひとの創生

【基本政策】
（１）カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現

2013年度(基準年度)
約570万t-CO2

- 浜松市域の温室効果ガス排出量 -
2021年度（速報値）
約460万t-CO2
2013年度比 20.4%減少

2050年度（目標年度）
実質ゼロ

①徹底した省エネルギーの推進

2030年度(目標年度)
約270万ｔ-CO2
2013年度比 52%削減

 多様な再生可能エネルギーの最大限の導入
 再生可能エネルギー電源の地産地消 etc

 事業活動・市民生活における徹底した省エネルギーの推進
 脱炭素型ライフスタイルへの転換 etc

 カーボンニュートラルに関する新たな技術やサービス、プロジェクトの創出
 水素等、次世代エネルギーの利活用推進 etc

②再生可能エネルギーの最大限の導入

③新技術・イノベーションの推進

④二酸化炭素吸収源の確保
 持続可能かつ適切な森林管理と木材の地産地消
 森林資源の価値創造（カーボンクレジット） etc

浜松版スマートタウン ※民間 太陽光発電施設 ※公共

系統用蓄電池 ※民間
（2025年運転開始予定）

バイオガス発電所 ※民間
（2028年運転開始予定）



ごみ減量キャンペーン事業「Go！みんなで４０４チャレンジ」
家庭系ごみ排出量の削減目標(令和10年(2028年)までにひとり１日あたり４０４ｇ)を
周知・啓発 →市民の皆さまと一体となってごみ減量・資源化を推進

39分野４ 環境・くらし

みどりのリサイクル用
フレコンバッグの配布インスタグラム投稿キャンペーン

【基本政策】
（２）循環共生型社会の実現

R6(2024).9.8啓発イベント ごみ減量チャレンジDay～みんなでサステナブる！？～開催

目標値周知用
雑がみ分別袋配布

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



40分野４ 環境・くらし
資源循環の推進
生ごみ・紙類をはじめとした様々な分野で、官民連携による資源循環を

推進

市内拠点回収
資源化後のチップ
※たい肥等として使用

みどりのリサイクル事業

使用済紙おむつリサイクル
の推進に関する連携協定

民間事業者と連携し
使用済紙おむつの
リサイクルの実現に
向けた取組を推進

草木類

紙類生ごみ

提供：ローカルフードサイクリング㈱

トートバッグ型コンポスト
モニター事業

生ごみ堆肥化容器の無料配付

生ごみ処理機
購入費補助

使用済紙おむつ企業雑がみ回収実証事業

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



41分野４ 環境・くらし まちの創生

しごとの創生
ひとの創生

【基本政策】
（3）地域コミュニティの充実

総合計画を上位計画として、中山間地域振興の考え方や施策の方向性を示す計画として策定

自然との調和、豊かな暮らし、あふれる魅力 〜浜松の中山間地域から新たな息吹〜基本理念

目 標 ①中山間地域の市民が、地域に対する「愛着」や「誇り」を持ち、笑顔で幸せを実感して
生活できる、持続可能な地域社会の構築

②みんなが「中山間地域は魅力的・大切な地域（浜松の宝）である。」と思える地域の共創

重点方針

第３次 浜松市中山間地域振興計画（2025年度〜2029年度） ※現在策定中

基本理念と２つの目標のもと、３つの重点方針を掲げ、19の主要施策を体系づけ

①「まち」が元気でいつまでも安全・安心に暮らせる中山間地域
②「ひと」のつながりを大切にし、ともに支える中山間地域
③ 地域の資源や特性をいかした「しごと」を創出し維持する中山間地域



42分野４ 環境・くらし まちの創生

しごとの創生
ひとの創生

中山間地域の活動支援
・個人や市民団体、事業者等から中山間地域の課題解決・地域振興
に向けたアイデアや事業提案を募集

・採択された事業を実施する提案者に対して市がサポート

個人
地域団体

学校

事業者

※１事業につき、上限200万円



• 地方移住希望者

推計309万人（ふるさと回帰支援センター調べ）

• 本市の移住者数

19世帯 37人 332世帯847人

（2017年実績） （2023年実績）

 移住コーディネーター等による充実した相談対応

 首都圏での移住相談会の実施

 浜松商工会議所と連携した就職支援

 移住に伴う住宅取得等にかかる助成支援

 中山間地域の担い手確保に向けた移住支援策

地域の担い手確保や地域活性化に向けた移住促進

分野４ 環境・くらし 43
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野５ 健康・福祉

重層的支援の体制整備
地域の複雑化した困りごとに対応する、包括的な支援体制を
整えるために「相談支援」「多機関協働」「参加支援」「地域づくり」
を一体的に実施

【基本政策】
（１）関係機関との連携による包括的な支援の推進

44
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野５ 健康・福祉

プレコンセプションケアの推進
男女を問わず、若い世代からの健康管理を促すプレコンセプション
ケアをイベントや出前講座等で効果的に普及啓発し、生涯にわたる
健康づくりを推進

健康的
な食事

正しい
性の
知識

かかりつ
け医
健診

将来の
安心・安全な
妊娠・出産

【基本政策】
（２）人々の心身の健康を守る健康づくりの推進と医療の充実

45
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野５ 健康・福祉

5歳児健康診査の体制整備
就学前にこどもの特性を早期にみつけ、その特性に合わせた支援を実施
出産から就学前までの切れ目のない支援体制を検討中

浜松市の乳幼児健康診査

１か月児
健診

４か月児
健診

10か月児
健診

1歳６か月児
健診

３歳児
健診

５歳児
健診

母子保健

保育所・こども園 幼稚園等

就学
学校生活

学校保健

46
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野５ 健康・福祉 47
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生

帯状疱疹ワクチン接種の推進
帯状疱疹の発症・重症化予防に向けて公費助成を実施
有効性等について、高齢者が集う場所などにおいて
周知・啓発

生ワクチン 不活化ワクチン
対象者 浜松市に住民登録がある50歳以上の方
助成額 3,500円/回
助成回数 1回 2回
助成対象 令和6年4月1日接種分から



48分野５ 健康・福祉

中山間地域医療支援
中山間地域において安心して医療を受けられるよう、
高齢者施設と連携したオンライン診療などの取組を推進

《高齢者施設と連携したオンライン診療などの取組》

自宅かかりつけ医
高齢者施設

（通所介護事業所）

オンライン診療等 送迎

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



【基本政策】
（3）健康寿命日本一「ウエルネスシティ（予防・健幸都市）」浜松

分野５ 健康・福祉

※浜松ウエルネスアワード︓浜松市が目指す「ウエルネスシティ（予防・健幸都市）の
実現に向けた「浜松ウエルネスプロジェクト」の推進に寄与し、模範となる企業・団体の
取組を顕彰するもの

市民の健康増進
地域企業の健康経営の促進
ヘルスケア産業の創出

1
2
3

取組事例

↑浜松ウエルネスアワード2024↓

浜
松
市
公
式
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
プ
リ

「
は
ま
ま
つ
健
幸
ク
ラ
ブ
」

ウエルネスシティ（予防・健幸都市）

市民が病気を未然に防止し、いつまでも健康で幸せに

暮らすことができ、産業など地域の発展を市民の健康

が支える都市

浜松ウエルネスプロジェクトの3つの柱

49
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



分野６ 文化・スポーツ 50
まちの創生

しごとの創生
ひとの創生

• 1991年市制80周年記念事業として開始
• 優秀な若いピアニストを発掘、育成
• 「音楽の都・浜松」を世界に発信

浜松国際ピアノコンクールの開催

世界の47カ国1地域から
過去最多の638人がエントリー
オープニングコンサート、第1次〜第3次予選、
本選、入賞者披露演奏会を実施

【基本政策】
（１）文化、芸術、歴史の魅力に触れ、学び、楽しむ機会、場の提供

第12回優勝者の鈴木愛美さん



51分野６ 文化・スポーツ

多様化するスポーツニーズに対応した大規模施設

ToBiO・浜松アリーナリニューアル、四ツ池公園運動施設再整備、新武道館整備など

【基本政策】
（２）「する」「みる」「ささえる」でまちを元気にするスポーツの推進

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生

【浜松アリーナリニューアル（イメージ）】【ToBiO】

2026年度 愛知・名古屋2026アジア競技大会
アーティスティックスイミング をToBiOにて開催



52

スポーツを通した共生社会の実現

東京2025デフリンピックにおけるブラジル選手団の受け入れ

分野６ 文化・スポーツ 52

 ブラジルオリ・パラ委員会とレガシー協定を締結（2022年)

 ブラジルろうあスポーツ連盟等との協定締結（2024年）

 東京2025デフリンピックのブラジル事前合宿受入れ予定（2025年）

在日ブラジル人を含めた市民との交流の機会を創出

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



53分野７ 地方自治

浜松学のあり方検討
地域愛を醸成し、成長後も地域への
関心やつながりを保つため、
「浜松学」のあり方を検討

≪地域の素晴らしさに気づき、発見（イメージ）≫

【基本政策】
（１）市民とともに歩む未来を見据えた行政運営

総合計画の推進
市民の皆様などあらゆる主体との
協働を通じ、基本計画における政策
を実現

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



54

 道の駅の整備

2024～2025年度 基本計画策定及び
官民連携導入可能性調査を実施

分野７ 地方自治 まちの創生

しごとの創生
ひとの創生

 多目的ドーム型スタジアム
建設促進期成同盟会（令和4年10月設立）

（構成員） 浜松市、浜松市議会、
浜松商工会議所、浜松市自治会連合会

遠州灘海浜公園篠原地区と周辺地域の「まちづくり」の実現
県による多目的ドーム型スタジアム建設と連動したまちづくりの実現

により、交流人口の拡大・ にぎわい創出など、 県全体の活性化・発展に
つなげる

遠州灘海浜公園
篠原地区



55

天竜川・浜名湖地域合併20周年記念
市内各地域が持つ様々な地域資源や魅力を再認識し、地域に
対する誇りや愛着を醸成する取組を実施し、にぎわいを創出

分野７ 地方自治

2005（平成17）年7月1日 12市町村合併

2025（令和7）年度 合併20周年

浜松市、浜北市、天竜市、舞阪町、
雄踏町、細江町、引佐町、三ヶ日町、
春野町、佐久間町、水窪町及び龍山村

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



56分野７ 地方自治
【基本政策】
（２）市民満足度の高い自治体組織と運営の実現
（3）将来像を実現する財政運営、資産経営、財源確保の推進
（４）行政サービスを支える市税の公平公正な課税と収納の推進

・2023年度末市債残高は4,349億円
・市民一人あたりの市債残高は55.3万円
・市債残高は2006年度から2023年度まで
の17年間で1,283億円(22.8%)の減

財政の健全性 ＜政令指定都市の中でトップ水準＞

・早期健全化基準より大幅に低い健全な財政運営を維持
・実質公債費比率及び将来負担比率は政令指定都市の
平均を下回る。特に将来負担比率は、最良クラス

【一人あたり市債残高】

順位 市　　名 残高（万円）

1 相模原市 47.2

2 さいたま市 53.5

3 浜松市 55.3

97.4
※2023年度末の全会計(2024.10月時点)

政令指定都市平均

【健全化判断比率】 (単位：％、ﾎﾟｲﾝﾄ)

項　　目 2023年度 A 2022年度 B 増減 A-B 早期健全化基準

実質赤字比率 黒字 黒字 - 11.25 

連結実質赤字比率 黒字 黒字 - 16.25 

実質公債費比率 3.8 4.4 △ 0.6 25.0 

 -  - -
(△32.6) (△43.4) △ 10.8

※将来負担比率は、充当可能財源等が将来負担額を上回るため「-」と表示

　参考に（ ）内に上回る額の比率をマイナス（△）で表示

将来負担比率 400.0 

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



57分野７ 地方自治
【基本政策】
（５）デジタル活用による安全・安心、便利で快適な市民サービスの実現

デジタル・スマートシティの推進
地域課題の解決や新たなビジネス創出に向けた官民連携の取組

 浜松市デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム

 浜松版MaaSの推進

多様な主体の積極的な参画と官民の連携を促すための
組織。会員間連携の促進や、データ連携基盤を活用した
新たなユースケースの創出やサービスの実装を支援

「モビリティサービス推進コンソーシアム」を中心に、各種
サービスとモビリティの連携による持続可能なまちづく
りを推進

まちの創生

しごとの創生
ひとの創生



元気なまち・浜松の実現に向けて 58

市民、地域、企業の皆さんにも存分に力を発揮していただき

オール浜松で「元気なまち・浜松」を実現しよう



ご清聴ありがとうございました
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